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早いうちからわが子の才能をできる限り
伸ばしたい、という思いからの早期教育。
早期教育に関しては、「脳の基本能力は3
歳までに決まってしまう」、「語学や音楽な
どの学習には、適切な時期がある」などの
言葉を目にしますが、どこまで本当なので
しょうか？ 
これらの説は、「脳が作られる乳幼児期に、
よい刺激をたくさん与えれば、きっと頭の
いい子に育つに違いない」という考えに基
づいています。そこで、わが子の力を高め
ようと、いつ、何をすればよい刺激になる
かを知りたいと思い、また、発達時期に乗
り遅れないように、早め早めにいろいろな
ことをさせていこうという親の姿勢につな
がっています。 
しかし、経済協力開発機構（OECD）の報
告では、これらの流布している説を「神経
神話」と呼び、きちんと科学的に証明され
ていないものは、根拠があるものとは言い
きれないと警告しています。 
早期教育の宣伝には、ある限られた人の
経験から得られた「推測」が、あたかもす
べての子に共通するかのように語られてい
ることが少なくありません。 
　　  「AERA with Baby 8月号」より抜粋 

・考える力 
・がまんする力 
・がんばる力 
・コミュニケーションする力 
・他と仲良くする力 
・学ぶ力 
・ものを覚える力 
 

後 前 

「
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
む
た

め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、『
早

寝
・
早
起
き
』、『
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
』、
そ
し
て
、『
親
子
の
ふ
れ
あ

い
』
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
す
る
。
こ
れ
が
一
番
大
切

で
す
。」
と
提
唱
す
る
の
は
、
市
の

教
育
行
政
顧
問
で
あ
る
東
北
大
学
の

川
島
隆
太
教
授
。 

市
で
は
、
脳
の
中
の
司
令
塔
「
前

頭
前
野
」
に
注
目
し
た
脳
科
学
の
研

究
成
果
を
生
か
し
た
教
育
を
す
す
め

て
い
ま
す
。 

「
前
頭
前
野
」
に
は
、「
覚
え
る
力
」、

「
考
え
る
力
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
知
」

の
力
だ
け
で
な
く
、「
が
ん
ば
る
力
」、

「
が
ま
ん
す
る
力
」
な
ど
「
心
」
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
は
た
ら
き
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
「
前
頭
前
野
」
の
成
長

に
あ
わ
せ
た
、
母
胎
に
い
の
ち
が
宿

っ
た
と
き（
マ
イ
ナ
ス
１
歳
）か
ら
義

務
教
育
が
終
わ
る
１５
歳
ま
で
の
「
１６

か
年
教
育
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

神
経
神
話
と
は
違
う
、
川
島
教
授

の
脳
科
学
に
基
づ
く
１６
か
年
教
育
の

一
部
を
、
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。 
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●演 題　「脳を育て夢をかなえる 
　　　　　 ～今子育てに必要なこと～」（仮題） 
●日 時　11月6日（土）10：00～12：00（9：15受付） 
●場 所　小野市民会館　大ホール 
●対 象　主に就学前、小・中学生の保護者の方 
●聴講料　無料 
 
－ 申し込み方法 － 
　市内の小・中・幼稚園などに通学・園され
ているお子さんがおられる保護者の方は、各
学校・園で申し込みください。その他の方は、
教育委員会学校教育課へ直接申し込みください。 

問い合わせ先　学校教育課（�◯2409)63

【
脳
の
発
達
と
か
か
わ
り
方
】 

①
急
激
に
発
達
す
る
「
乳
幼
児
期
」 

　
ほ
め
て
、
豊
か
に
か
か
わ
る
時
期 

②
緩
や
か
な
成
長
期
（「
１０
歳
の
壁
」

ま
で
） 

　
基
礎
を
し
っ
か
り
学
ば
せ
る
時
期 

③
「
１０
歳
の
壁
」
を
超
え
た
成
長
期 

　
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
る
時
期 

右
は
、
前
頭
前
野
の
発
達
の
よ
う

す
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
脳
の
発

達
の
時
期
と
か
か
わ
り
方
を
整
理
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
お
に
ぎ
り
だ
け

の
朝
ご
飯
は
、
食
べ
な
か
っ
た
場
合

と
比
較
し
て
も
学
習
効
率
に
あ
ま
り

差
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。 

お
か
ず
を
工
夫
し
た
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
朝
食
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ほ
め
る
「
９
」、
し
か
る
「
１
」
の

割
合
を
意
識
し
て
、
た
く
さ
ん
ほ
め

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
し
か
る
」
で
な

く
、「
教
え
て
ほ
め
る
」
子
育
て
を
。 

ま
た
、「
だ
っ
こ
」
や
「
読
み
聞
か

せ
」「
お
手
伝
い
」
な
ど
た
く
さ
ん
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
し
ょ
う
。 

川
島
教
授
が
提
案
さ
れ
て
い
る
「
脳

ト
レ
遊
び
」
は
、
自
然
に
親
子
が
ふ

れ
あ
い
、
脳
を
鍛
え
ら
れ
る
遊
び
で
す
。 

あ
と
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
も
そ
の
一
つ
。

「
負
け
る
よ
う
に
あ
と
出
し
す
る
の
は

む
ず
か
し
い
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い

よ
。」 川

島
教
授
に
よ
る
と
、
「
脳
ト
レ

遊
び
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
力
が
育

ま
れ
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

○
覚
え
る
力 

○
集
中
す
る
力 

○
が
ま
ん
す
る
力 

○
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
力 

○
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
力 

○
未
来
を
予
想
す
る
力 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど 

生
活
の
変
化
に
と
も
な
い
、
寝
る

時
刻
が
年
々
遅
く
な
り
、
睡
眠
不
足

の
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
ぐ
っ

す
り
眠
っ
て
、
す
っ
き
り
起
き
る
習

慣
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

10歳の壁 
 

脳 を 育 て る主 体 は 自 分自 身 脳 を 育 て る主 体 は 親 や教 師 

① 

② 

③ 

母
胎
に
い
の
ち
が
宿
っ
て
か
ら
子

ど
も
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で
に
、

脳
は
急
激
に
発
達
し
ま
す
。 

こ
の
時
期
の
子
育
て
に
は
何
が
大

切
な
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

る
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。 

出
産
前
の
時
期
に
は
「
未
来
の
パ

パ
マ
マ
教
室
」。
生
ま
れ
て
か
ら
は
、

「
７
か
月
児
教
室
」
や
保
育
園
（
所
）・

幼
稚
園
で
行
う
「
い
き
い
き
子
育
て

教
室
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
就
学
前
の
子
育
て
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、「
い
き
い
き
子
育
て

教
室
」
で
お
話
し
し
て
い
る
内
容
の

中
か
ら
、
普
段
か
ら
意
識
し
て
お
き

た
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。（
　
） 

家
庭
で
育
む
読
解
力
〜「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と

読
書
」〜（
読
売
新
聞
９
月
１４
日
１５
面
掲
載
）
で
、

川
島
教
授
が
明
治
大
の
斎
藤
孝
教
授
と
日
本
漢

字
能
力
検
定
協
会
の
池
坊
保
子
理
事
長
と
会
談

さ
れ
、
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

↓ 
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天神町　藤原 守さん　宏美さん 

　　　　　　 陽くん（5歳）　樹くん（2歳）　里優ちゃん（8か月） 

 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
、
ポ
ン
」 

「
ポ
ン
」 

「
早
く
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
や
ん
。」 

　
親
子
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
、「
い
き
い
き

子
育
て
教
室
」
で
紹
介
さ
れ
た
「
あ
と
出
し
じ

ゃ
ん
け
ん
」
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
藤
原
さ
ん

の
お
宅
を
取
材
し
ま
し
た
。 

 

「じゃんけんは毎日やるよ。楽しい。」と陽くん。
取材に慣れてくると、記者にもじゃんけんし
てくれました。 

里優ちゃんの7か月児教室にも参加され、 
「きょうだいがいるので復習になります。」と
母の宏美さん。 

　 ｢いきいき子育て教室｣に参加されて… 

　とても楽しく参加させていただきました。「あと出しじゃんけん」 

は、毎日しています。コミュニケーションづくりに役立っています。 

 

　「脳トレ」遊びをされて… 

　「いきいき子育て教室」に参加する前からじゃんけんをやってい 

たので、自然に取り入れることができました。ちょっとした時間を 

使ってできるので、楽しみながらコミュニケーションの時間を増や 

すことができました。おとなも真剣。遊びながら脳を鍛えられるの 

で手軽に始められます。 

 

　子育てで気をつけていることは… 

　「ほめて」育てることですね。叱ることが多い年齢なので、ほめ 

るときには、小さなことでも大げさにほめるようにしています。 

　また、甘えてきたときは、短い時間でも「抱っこ」をするなどし 

て、要求にこたえるように心がけています。 

 

　小野市の教育について… 

　「おの検定」は聞いたことはあるけど、詳しくは知りませんでした。 

でも、ＩＣＴ（情報通信技術）機器を使った授業のようすを見て、 

びっくりしました。医療費も無料だし、小野市は子育てしやすいまち 

ですねと友だちの間でも話しています。 

 

ひなた いつき り　ゆ 

脳を鍛え、夢をかなえる教育のすすめ 
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　今年の小野まつりのテーマは「禮夢」。8月
21日・22日の2日間で13万人が訪れました。 
　初日は、市内各地区や文化連盟の皆さんが
踊る「市民夏の夢舞台」や播磨乃国小野烈光
太鼓の演奏、のど自慢大会などがありました。
見どころとなる、5,000発の花火が夜空を彩
る「ファイヤーファンタジア」では、歓声が
あがりました。 
　2日目は、123チーム（約2,650人）が参
加した県内最大規模のダンスイベント「おの
恋おどり」があり、猛暑にもかかわらず、大
勢の見物客が躍動感あふれる演技を楽しみま
した。 
第34回 小野まつり検討委員募集 
　本年11月から翌年5月の約7か月間で、毎月2
～3回の会議や調査を予定しています。 
※報酬はありません 
○募集人員　25人 
○申し込み期限　10月15日（金） 
○申し込み・問い合わせ先 
　小野まつり実行委員会事務局 
　（ＮＰＯ法人  北播磨市民活動支援センター） 
　（� ◯８１５６） 

【おの恋おどり2010審査結果】 

おの恋大賞　　関学よさこい連“炎流” 

エクラ大賞　　星輝心キッズ 

【第33回のど自慢大会】　 

　大　賞　　　藤井 優子さん 

　　　　　　　「娘道成寺」 

　金　賞　　　古市 和幸さん 

　　　　　　　「港」 

　銀　賞　　　船間 りえ子さん 

　　　　　　　「冬恋花」 

63

のど自慢大会で大賞の藤井優子さん 
 

観客を魅了した5,000発の花火 
 

おの恋大賞を受賞した「関学よさこい連“炎流”」 

部 門 金 賞 銀 賞 銅 賞 

オフィシャル 

よさこいA

よさこいB

キッズ 
オフィシャル 

キッズ 

スマイルキッズ大部 

滝呼キッズ 

丹波篠山楽空間 

リトルエンジェル 
バトンティ－ム 

Do んと恋 
（土井病院） 

関学よさこい連 
“炎流” 

華舞～鬼蜂～ 

プチエンジェル 

チャレンジ 

パレード 

あまのじゃく“い組” 

子ぴよんこCREW

桔梗 

踊っこひおか 

舞闘神 都侍 

滝呼ぷち 

ぴよんこCREW

凛夏 

フリー 

裏播州鬼ほおずき灯 

あまのじゃく“は組” 

麗舞 

チアダンスクラブ 
☆Venus

太鼓伝創の会 
「つぶて」 

凛夏 

丹波篠山楽空間 

Windy Best
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平
成
２０
年
６
月
、「
国
民
読
書
年
に
関
す

る
決
議
」
に
お
い
て
、
２
０
１
０
年
を
「
国

民
読
書
年
」
と
す
る
事
が
国
会
で
決
議
さ
れ

ま
し
た
。 

読
書
は
、
私
た
ち
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な

も
の
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
感
性
を
磨
き
、

表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
ま
す
。 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
読
書
の
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
「
４
か
月
児

健
康
診
査
」
の
と
き
に
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
や
、

絵
本
の
選
び
方
、
読
み
方
な
ど
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
絵
本

を
通
し
て
触
れ
合
う
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
の

ぬ
く
も
り
が
伝
わ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
豊
か
な

心
を
育
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。 

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し
て
、
調
べ

学
習
に
対
応
し
た
「
団
体
貸
出（
通
称
Ｏ
Ｓ
Ｌ

=

オ
ノ
シ
・
ス
ク
ー
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
略
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的

な
読
書
へ
の
支
援
と
、
読
書
離
れ
の
防
止
が

目
的
で
す
。 

多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
、
そ
の
人
を
成

長
さ
せ
る
よ
う
に
、
多
く
の
本
と
の
出
会
い

は
子
ど
も
の
心
を
育
て
ま
す
。
人
生
を
よ
り

深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
、

豊
か
な
読
書
体
験
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

図
書
館
で
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
「
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

幼
稚
園
・
保
育
園（
所
）の
子
ど
も
が
、
図

書
館
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
で
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う「
図
書

館
見
学
会
」を
実
施
し
て
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
市
の
教
育
行
政

顧
問
で
あ
る
東
北
大
学
・
川
島
隆
太
教
授
に

よ
る
「
脳
の
前
頭
前
野
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
記
憶
、
想
像
力
、
心
の
抑
制
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
機
能
が
高
ま

る
」
と
い
う
理
論
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
読
書
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
生
き
る
力
の
基
礎
づ
く

り
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

図
書
館
見
学
会
で
、
実
際
に
本
を
借
り
る
園
児 

（平成21年度データ） 
 

●登録率（登録者数／人口） ……………65.9 %　 
　 ※図書カード登録者 
 
●貸出密度（個人貸出冊数／人口） ……13.9 冊　 
　（市民一人当りの貸出冊数） 
 
●実質貸出密度（個人貸出冊数／登録者数）  21.1 冊　 
　 （登録者一人当りの貸出冊数） 

●市民一人当りの蔵書冊数   4.1 冊 
 
 
●購入図書の平均単価 ……1,663円 
　 
 
●貸出コスト（経費／個人貸出冊数） 
　　　　　　　　　　　　  60.6円 

特集2

館
内
で
の
お
話
会
の
ほ
か
、
幼
稚
園
・
保

育
園（
所
）に
出
向
い
て
お
話
を
す
る
「
出
前

お
話
会
」
を
実
施
。
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ

た
本
に
、
親
し
む
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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2
日
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
新
し
い
本
を
購

入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
新
し
い
本
を
よ
り
早
く
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
最
近
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
、
読
ん
で
み

た
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
図
書
館
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
？
 

借
り
た
い
本
が
貸
出
中
の
と
き
や
、
蔵
書

に
な
い
と
き
は
、
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト（
取
り

寄
せ
希
望
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

図
書
館
に
足
を
運
ば
な
く
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
予
約
で
き

ま
す
。
本
が
用
意
で
き
し
だ
い
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。 

一
般
図
書
の
新
着
図
書
コ
ー
ナ
ー
右
端
の

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
利
用
し
て
、
主
要
新
聞
の

書
評
欄
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
図
書
の
テ
ー

マ
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
日
と
１６

日
に
内
容
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。 

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
は
、
お
話
会
を
開
催
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
、
手
あ
そ
び
な
ど
、
楽
し
い
内
容
で
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
う
と
、「
専
門
的
で

難
し
い
質
問
し
か
で
き
な
い
の
？
」
と
思
わ

れ
る
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
図
書
館
は
、「
あ
け
び
な
ど
の

木
の
枝
を
使
っ
て
、
か
ご
を
編
ん
で
み
た
い

が
、
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
」
と
か
、「
消
し

ゴ
ム
版
画
を
始
め
た
い
が
、
要
る
も
の
は
な

に
？
」
と
い
っ
た
趣
味
な
ど
の
身
近
な
質
問

に
も
、
所
蔵
し
て
い
る
資
料
な
ど
を
使
っ
て

お
答
え
し
て
い
ま
す
。 

調
べ
も
の
や
、
お
探
し
の
本
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

予
約
し
た
本
な
ど
を
、
市
内
各
コ
ミ
セ
ン

で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
返
却
に
つ
い
て
は
、
市
内
各
コ
ミ

セ
ン
、
福
祉
公
社
、
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
で
も
で
き
ま
す
。 

▼
市
内
各
コ
ミ
セ
ン（
市
内
６
か
所
） 

　
９
時
〜
２２
時
 

▼
福
祉
公
社
（
神
鉄
小
野
駅
ビ
ル
１
階
） 

　
８
時
４５
分
〜
１７
時
１５
分（
土
・
日
・
祝
日
除
く
） 

▼
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ　（
中
島
町
７２
） 

　
９
時
〜
２２
時（
毎
月
第
4
火
曜
除
く
） 

※
い
ず
れ
の
施
設
も
年
末
年
始
は
休
館
 

（9月6日現在） 
 

【一般図書】 
 

１位   かいけつゾロリシリーズ（原ゆたか） 
２位   アンパンマンシリーズ（やなせたかし） 
３位   ハリー・ポッターと死の秘宝（Ｊ．K．ローリング） 
４位   くだものトントン（木製知育パズル） 
５位   ふんわりくまちゃんのできるかな？（布えほん） 

１位   １Ｑ84シリーズ（村上春樹） 
２位   新参者（東野圭吾） 
３位   カッコウの卵は誰のもの（東野圭吾） 
４位   赤い指（東野圭吾） 
５位   告白（湊かなえ） 

【児童図書】 
 

かいけつゾロリシリーズ 
 

１Ｑ84シリーズ 
 

借りた本が汚れているのを目にしたことはありません
か？皆さんが気持ちよく本を読むためにも、マナーの
向上にご協力ください。 

カッターで傷付けられた本 
 

シミのついた本 
 

はがれかけの表紙 
 

管理用バーコードが取れた本 
 

【図書館基礎データ】 
住所・電話　中島町64番地（�　 0456） 
開館時間　10：00～18：00（夏期は19：00まで） 
休館日　　毎月第4火曜日（祝日の場合は翌日） 
　　　　　年末年始（12月29日から1月3日） 
　　　　　特別整理期間（年１回） 
貸出点数　本、雑誌、CDを最大20点（うちCDは3点） 
貸出期間　15日間（借りた日を含む） 

◯ 62



市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
学
校

環
境
を
維
持
す
る
た
め
「
学
校
整

備
事
業
中
期
計
画
（
平
成
１９
〜
２８

年
度
）」
を
策
定
し
、
学
校
施
設
の

耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
お
よ
び

増
改
築
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

い
ま
す
。 

小
野
中
学
校
改
築
工
事
は
、
昨

年
１０
月
に
着
手
。
現
在
、
５
階
建

て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
工
事
が

完
了
し
て
、
内
装
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
体
育
館
改
築
、
プ
ー
ル

改
修
工
事
も
含
め
来
年
２
月
末
に
は
、

完
成
し
ま
す
。 

市
内
の
小
・
中
学
校
の
耐
震
化

率
は
、
本
年
度
末
に
は
８９.
８
％
と

な
る
予
定
で
す
。 

ら
ん
　
ら
ん
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
伴
い
、
大
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
日
を
、
１０
月
１
日
（金）
よ
り
毎
週
火

曜
日
か
ら
日
曜
日
に
変
更
し
ま
す
。 

大
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
１０
人
か

ら
３６
人
ま
で
の
団
体
で
予
約
さ
れ
る

と
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
行

き
先
は
市
内
の
公
共
施
設
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。 

▼
予
約
電
話
番
号
　（
�

　
２
２
１
７
） 

▼
予
約
受
付
時
間
　
８
時
か
ら
１８
時
 

 

利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
ら
ん
　
ら
ん
バ
ス
の

ル
ー
ト
と
ダ
イ
ヤ
を
１０
月
１
日
（金）

か
ら
改
正
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
各
地
域
か
ら
小

野
市
民
病
院
の
診
療
開
始
時
間
や

商
業
施
設
の
開
店
時
間
ま
で
に
到

着
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

新
し
い
ル
ー
ト
を
掲
載
し
た
時

刻
表
は
、
１０
月
初
め
に
全
戸
配
布

し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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小野中学校の完成予想図 
 

グラウンド側から見た建築中の校舎 

校舎3階の内装工事のようす 

●ＩＣＴ教育に対応した地域に開放できる約
300㎡超の多目的ホールを設置。 

●各教室は、ＩＣＴ教育に対応した設備を設置。 
●各階の廊下には、グラウンドに面した多目的
スペースを設けグラウンドを一望できます。 

●各階に、少人数でのグループ学習も可能な相
談室や、少人数学級に対応した小部屋を設置。 

●障がいのある方や荷物の移動のために、2基
のエレベーターを設置。すべての床の段差も
なくした構造。 

●トイレにウォシュレットを備え付け、車椅子
で利用できるブースを設置（オムツ替えシート・
オストメイト対応設備も）。 

 

◯ 63

問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
政
策
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
４
０
４
）
 ※サティ内バス停は、乗車専用となります。旧アルゴ前バス

停は、降車専用で乗車できませんのでご注意願います。 

改  正  前 改  正  後 

バスターミナルの場所を「ゆぴか」から「サティ内」に変更 

「アメニティ循環ルート」によ
り「電鉄小野駅」から「ひまわ
りの丘」を経由し、「ゆぴか」
まで毎日運行 

北回り循環ルート（ひまわりの
丘方面）と南回り循環ルート（ゆ
ぴか方面）の2ルートに変更して、
毎日運行 

「フリー乗降制」を導入 
指定区間において、バス停以外
の場所でもバスの乗り降りが自
由にできます 

河合西ルート　月・金曜日運行 
河合東ルート　水・土曜日運行 
 

河合統合ルート（2ルートを統合） 
月・水・金・土曜日運行 

鴨池ルート・大開ルート・ひまわりタウンルート 

木・日曜日運行 火・木曜日運行 

バス停で乗り降り 

◯ 63

こ
の
た
び
、
市
立
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
み
や
ま
荘
」（
王
子
町
８

０
１
番
地
）の
解
体
工
事
の
た
め
、

囲
碁
・
将
棋
・
休
憩
な
ど
の
で
き

る
部
屋
を
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

移
転
の
際
に
は
、
皆
さ
ん
に
何

か
と
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
移
転
日
　
１０
月
２７
日
（水）（
予
定
） 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
４
０
２

号
室
 

▼
利
用
対
象
　
市
内
に
居
住
さ
れ

て
い
る
満
６０
歳
以
上
の
方
 

▼
利
用
料
　
無
料
 

　
注
意
事
項
 

○
室
内
で
の
喫
煙
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
 

○
使
用
後
は
片
付
け
て
く
だ
さ
い
 

○
ご
み
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
 

○
そ
の
他
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は

管
理
者
の
指
示
に
し
た
が
っ
て

く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
介
護
課

長
寿
福
祉
係
（
�

　
１
５
０
９
） 

 

検
討
お
よ
び
審
議
を
重
ね
て
き

た
次
期
・
総
合
計
画（
案
）に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
公
表
日
　
１０
月
１
日
（金）
か
ら
 

▼
募
集
期
間
　
１０
月
１
日
（金）
か
ら

２２
日
（金）
ま
で
 

▼
公
表
資
料
の
入
手
場
所
 

○
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所

４
階
）
窓
口
 

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

○
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
 

▼
提
出
方
法
（
様
式
自
由
） 

○
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ
ま
で
郵
送

さ
れ
る
か
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で

送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
 

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
 

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
　
小
野

市
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１

４
０
４
） 

現
在
の
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
人
い
き
い
き
ま
ち
わ
く
わ
く

ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
」
は
、

次
期（
案
）に
お
い
て
も
、『
セ
カ
ン

ド
・
ス
テ
ー
ジ
』
と
し
て
計
画
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。 

市
は
、
こ
の
理
念
の
継
承
と
発

展
を
基
軸
と
し
て
、
今
後
１０
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
計
画
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。 

市
は
、
２１
世
紀
を
迎
え
て
か
ら

の
１０
年
間
、
賑
わ
い
づ
く
り
や
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
市

民
活
動
、
環
境
保
全
、
安
全
安
心

な
ど
、
小
野
の
魅
力
と
活
力
を
向

上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

総
合
計
画
は
、
市
の
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
や
目
指
す
べ
き
方
向
性

を
定
め
、
皆
で
共
有
し
、
共
に
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
計
画
で
す
。 
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西
暦
2
0
2
0
年
度
を
目
標
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
 

理
念
や
方
針
を
定
め
る
総
合
計
画
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。 

【
計
画
の
役
割
】 

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】 

【
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
】 

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】 ◯ 63

市選挙管理委員会は、来
年2月6日に任期満了を迎え
る市長選挙の日程を下記の
とおり決定しました。 
●告示日　1月23日（日） 
●投票日　1月30日（日） 
　なお、立候補予定者説明
会は12月に開く予定です。 
 

問い合わせ先 
市選挙管理委員会事務局 
（�　1007） 

調査票の記入は 
     お済みですか？ 
 10月1日現在で、全国一斉に

国勢調査が行われています。各
家庭にお届けした調査票に記入
して、郵送用封筒で、10月7日（木）
までにポストに投函してくださ
い（調査員に提出することもで
きます）。 
調査票を元に作成された統計は、

社会福祉や雇用対策などの政策
を行うために利用されます。10
月1日になっても調査票が届い
ていない世帯があれば、国勢調
査実施本部までご連絡ください。 
問い合わせ先　総務課内国勢調査
小野市実施本部（�　1027） ◯ 63

　北播磨地域で、工場を操業する
企業の従業員家族を対象に、小野
市への定住を誘致するＰＲパンフ
「住むなら！やっぱりおの」を初め
て作成しました。 
　人口減少社会で居住地の自治体
間競争が避けられないなか、企業
の人事担当者や不動産業者へ配布し、
小野市の暮らし良さをＰＲします。 
 

◯ 63
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市
で
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
６

８
６
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
来
年

５
月
ま
で
に
、
全
て
の
住
宅
に
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
、
こ
の
こ
と
を
悪
用

し
た
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ
（
�

　
１
６
８
６
） 

《
参
考
》 

　
兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
 

エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
２

０
１
０
よ
り
 

○
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
【
R
e
d
u
c
e
】 

詰
め
替
え
商
品
や
量
り
売
り
、

ば
ら
売
り
の
商
品
を
選
ん
で
ご

み
の
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

○
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

【
R
e
c
y
c
l
e
】 

牛
乳
パ
ッ
ク
や
食
品
用
ト
レ
ー

な
ど
の
店
頭
回
収
や
P
T
A
が

実
施
す
る
資
源
ご
み
集
団
回
収

を
積
極
的
に
利
用
し
、
分
別
収

集
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

○
何
度
も
繰
り
返
し
使
い
ま
し
ょ
う

【
R
e
u
s
e
】 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
 ◯ 63
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○
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
、
隣
近
所
全
員
購
入
さ

れ
ま
し
た
…
。 

○
消
防
署
の
方
か
ら
き
ま
し
た
…
。 

○
消
防
署
か
ら
許
可
を
得
て
販
売

し
て
い
ま
す
。 

○
今
す
ぐ
取
り
付
け
な
け
れ
ば
罰

金
を
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

○
こ
の
警
報
器
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

○
今
な
ら
安
く
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。 

 

○
公
的
機
関
の
職
員
が
住
宅
を
訪

問
し
て
、
火
災
警
報
器
を
販
売
 
 

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん（
怪
し
い

場
合
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
ま
し
ょ
う
）。 

○
「
今
だ
け
」「
あ
な
た
だ
け
」
な

ど
と
迫
り
、
契
約
を
急
が
せ
る

業
者
は
要
注
意
で
す
。 

○
家
電
販
売
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
数
千
円
か
ら
１
万
円
前
後
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
は
、

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。 

○
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら

小
野
市
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
手
口

を
十
分
理
解
し
、
万
が
一
に
備
え
、

１
日
で
も
早
く
警
報
器
を
設
置
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
資
金

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
今

な
ら
国
の
補
助
金
制
度
と
併
用
が

可
能
で
す
。 

例
え
ば
、
太
陽
光
電
池
出
力
３

kw
の
も
の
を
設
置
す
る
場
合
、
市

か
ら
１０
万
円
、
国
か
ら
２１
万
円
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

▼
対
象
者
 

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居

住
す
る
住
宅（
店
舗
、
事
務
所
な

ど
の
兼
用
住
宅
を
含
む
）に
対
象

シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
 

○
新
た
に
市
内
に
住
ま
れ
る
市
外

の
方
で
、
住
ま
れ
る
住
宅
に
対

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
 

○
建
売
住
宅
供
給
者
な
ど
か
ら
市

内
に
あ
る
対
象
シ
ス
テ
ム
付
き

新
築
住
宅
を
購
入
し
、
住
ま
れ

る
方
 

▼
対
象
設
備
 

○
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

最
大
出
力
の
合
計
値
が
１０ 
kw
未

満
の
も
の
 

○
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
あ
り
で

連
系
し
た
シ
ス
テ
ム
 

○
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
 

○
国
の
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
機
種
 

○
補
助
金
の
交
付
申
請
時
に
お
い
て
、

対
象
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
着
工

前
ま
た
は
引
き
渡
し
前
で
あ
る

こ
と
 

▼
補
助
金
額
 

太
陽
光
電
池
出
力
１
kw
当
た
り

３
５，
０
０
０
円（
百
の
位
切
り

捨
て
） 

※
１０
万
円
を
上
限
と
す
る
 

▼
受
付
期
間
 

平
成
２３
年
2
月
１５
日
（火）
ま
で
 

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
と
す

る
た
め
、
受
付
期
間
内
で
あ
っ

て
も
、
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す（
申
請
受
付
枠
１
０
０
件
程

度
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ
（
�

　
１
６
８
６
） 

※
申
請
様
式
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

は
、
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◯ 63

悪
質
な
手
口（
だ
ま
し
言
葉
の
一
例
） 

18級からスーパー級 
6級から1級 
20級から1級 
9級からスーパーＥ級 
初級・中級・上級 
初級・中級・上級　 

小学校漢字 
中学校漢字 
小学校計算 
中学校計算 
スピード計算 
音 読  

○ 

※各級を合格された方には、合格認定書を 
　送付します。 

�　 0261 
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 
◯ 70
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�

白雲谷温泉ゆぴか（黍田町1000番地の1） 

10月11日（祝）から20日（水）まで、全国地域安全運
動が実施されます。 
地域安全運動とは、防犯協会をはじめとする地域安

全に関係する機関・団体、警察などが連携して、犯罪
を未然に防止するため、市民一人ひとりの防犯意識を
高揚し、「安全で安心して暮らせる地域社会の実現」
を図るための運動です。 

市内における本年1月から7月までの窃盗犯罪認知
件数は222件で、昨年同期より29件減少しています。 

本年7月末現在、車上ねらいは37件発生しており、7
月だけの発生件数は18件で昨年よりも17件増加して
います。車の窓ガラスを割るなどして、車内に置いて
ある荷物やカーナビの盗難被害が多く発生しています。 

　問い合わせ先　防災・地域安全グループ(�　 3387)◯ 63▼
 

　このたび、現行の「小野市安心安全メール」を「チ
ャイコムねっと小野市安全安心メール」としてリニ
ューアルし、10月1日から本格配信します。 
現在、現行システムに登録されている方も、新たに
登録する必要があります。 
※現行システムは、平成22年11月30日をもって終
了します。なお、終了するまでの間、新旧それぞれ
のシステムから配信されます。 
【登録方法】 
・右記のＱＲコードを読み込むか、
登 録 用 メ ー ル ア ド レ ス
（anzen@chaicom.com）を直接
入力し、空メール（本文には何も
入力せずに）を送信する。 

 
・仮登録完了メールが届けば、利
用規約に同意の上、本登録を行う。 

 
・本登録完了メールが届いたら登
録完了です。 

（登録用ＱＲコード） 

「マグロの解体ショー」を大広
間（休憩室）にて行います。新鮮な
まぐろの切り身即売会、にぎり寿司、
鉄火丼などの販売もあります。プ
ロの魚をさばく技とマグロのおい
しさを存分にお楽しみください。 

還暦、古希や米寿など各年齢に応
じた賀の祝着を取揃えました。記念
写真撮影を行い、Ａ4サイズに現像し
て後日お渡しします（ご予約時にお
申し付けください）。また、同窓会、
忘年会、新年会など各種宴会も承っ
ております。 
宴会シーズンの週末は大変込み合

いますのでお早めにご予約ください。皆様のお越しをお待ちして
おります。 
ご予約・お問い合わせ　和食レストラン白雲谷　 
　　　　　　　　　　（�０７９４◯１６６６） 70

10月13日（水）11：00～ 

何
級
を
受
け
よ
う
か
な
 



市
職
員
募
集
・
税
金
・
年
金
・
国
民
健
康
保
険
・
福
祉
・
子
育
て
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精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
正

し
く
理
解
し
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族
を
、
地
域
で
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
 

○
第
１
回
目
は
、
１１
月
１０
日
（水）
　１４

時
か
ら
１６
時
 

○
第
２
・
３
・
４
回
目
は
、
１１
月

１７
日
・
２４
日
・
１２
月
１
日
（
い

ず
れ
も
水
曜
日
）
１３
時
３０
分
か

ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
加
東
市
社
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
加
東
市
役
所
社
庁
舎
の
北
東
） 

▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　
１０
月

２９
日
（金）
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
�

　
２
５
７
５
） 

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を

支
え
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
要
約
筆
記
者
養
成

講
座
を
開
講
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１０
月
３０
日
か
ら
１２
月
２５

日
ま
で
（
毎
週
土
曜
日
・
１２
月

４
日
を
除
く
全
８
回
）
１３
時
３０

分
か
ら
１６
時
３０
分
 

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
 

▼
対
象
者
　
１８
歳
以
上
の
方
で
、

講
座
終
了
後
、
要
約
筆
記
者
と

し
て
活
躍
で
き
る
方
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
兵
庫
県
難

聴
者
福
祉
協
会
・
兵
庫
県
要
約

筆
記
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
 

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
１，
０
５
０
円
が
必
要
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
１０
月
２２
日
（金）

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入

の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
で
も
可
）。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

市
社
会
福
祉
課
（
�

　
１
０
１

１
�

　
１
９
９
０
）
県
立
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
�

０

７
８
　
４
１
７
５
�

０
７
８
　

４
１
９
２
） 

地
域
の
自
治
会
な
ど
の
ご
協
力

に
よ
り
、
共
同
募
金
協
力
員
と
し

て
民
生
児
童
委
員
・
福
祉
推
進
委

員
長
の
方
々
が
事
業
所
や
各
家
庭

を
訪
問
し
、
共
同
募
金
の
お
願
い

に
う
か
が
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
街
頭
募
金
・
バ
ッ
ジ
募
金
・

学
校
募
金
・
職
域
募
金
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
募
金
は
、
来
年
度
の
福

祉
活
動
の
財
源
と
な
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
共
同

募
金
会
小
野
市
共
同
募
金
委
員

会
（
小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
�

　
２
５
７
５
） 

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
認
可
保

育
所
に
通
う
多
子
世
帯（
子
ど
も
が

３
人
以
上
の
世
帯
）の
児
童
の
保
育

料
を
一
部
助
成
し
ま
す
。 

▼
対
象
世
帯
　
満
１８
歳
未
満
の
子

ど
も
が
３
人
以
上
お
り
、
３
番

目
以
降
の
子
ど
も
が
保
育
所
に

通
っ
て
い
る
世
帯
。 

▼
所
得
要
件
　
対
象
世
帯
の
う
ち
、

世
帯
の
前
年
所
得
税
合
計
額
が

４
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。 

▼
助
成
額
　
月
額
６，
０
０
０
円
を

超
え
る
保
育
料
に
対
し
て
、
３

歳
未
満
児
は
月
額
４，
５
０
０
円
、

３
歳
以
上
児
は
月
額
３，
０
０
０

円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援

課
保
育
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

離
職
者
で
あ
っ
て
住
宅
を
喪
失

ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃

給
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

▼
対
象
　
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

①
平
成
１９
年
１０
月
１
日
以
降
に
離

職
し
た
方
 

②
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
ま
た

は
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
住
宅
を

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
 

③
離
職
前
に
主
た
る
生
計
維
持
者

で
あ
っ
た
方
 

④
申
請
者
と
生
計
を
同
一
と
す
る

同
居
親
族
の
収
入
合
計
額
が
次

の
金
額
以
下
で
あ
る
方
 

単
身
者
　
月
８.４
万
円
に
家
賃
（
３

２,
３
０
０
円
を
上
限
）
を
加
算

し
た
額
未
満
 

２
人
世
帯
　
月
１７.
２
万
円
以
内
 

３
人
以
上
世
帯
　
月
１７.
２
万
円

に
家
賃
（
生
活
保
護
の
住
宅
基

準
に
準
拠
し
た
額
を
上
限
）
を

加
算
し
た
額
未
満
 

⑤
申
請
者
と
生
計
を
同
一
と
す
る

同
居
親
族
の
預
貯
金
が
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
方
 

単
身
世
帯
 
５０
万
円
 

複
数
世
帯
　
１
０
０
万
円
 

⑥
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
意

欲
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
し
込
み
を
行
う
方
 

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
し

込
み
と
月
１
回
以
上
の
職
業
相
談
、

市
役
所
で
の
月
２
回
以
上
の
面

接
相
談
、
お
よ
び
求
人
先
へ
の

原
則
週
１
回
以
上
の
応
募
お
よ

び
面
接
が
必
要
 

▼
支
給
額
　
生
活
保
護
の
住
宅
扶

助
特
別
基
準
に
準
拠
し
た
額
以

内
で
の
実
際
の
家
賃
 

▼
支
給
期
間
　
原
則
６
か
月
（
一

定
の
条
件
で
、
最
大
９
か
月
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
係
（
�

　
１
０
１
１
） 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63◯ 805

◯ 805

◯ 63

◯ 63
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採用予定 採用予 定人数 受験資格 受付期間 試験日・ 
選考方法 

市
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
、
今
後
の
国
民
健
康
保

険
の
適
正
な
運
営
、
医
療
費
の
健

全
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
徹
底
し
た
経
費
削

減
に
よ
り
、
平
成
１６
年
度
か
ら
７

年
間
、
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き

上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
る
た
め
、
今

後
の
運
営
協
議
会
で
、
税
率
改
正

を
含
め
た
国
民
健
康
保
険
の
適
正

運
営
と
い
う
課
題
を
中
心
に
協
議

を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。 

平
成
２１
年
度
決
算
で
は
、
加
入

者
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
全
体

の
約
２１
％
（
約
１０
億
８
千
万
円
）
。

こ
の
他
、
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
を
取
り

崩
し
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
基
金
保
有

状
況（
グ
ラ
フ
）
が
示
す
よ
う
に
、

本
年
度
に
お
い
て
事
業
基
金（
繰
越

金
を
含
む
）が
枯
渇
す
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
課
人
事
係
　
市
役
所
本
庁

舎
４
階
（
�

　
３
６
１
５
） 

▼
日
時
　
１０
月
２７
日
（水）
　１０
時
か
ら

１５
時
３０
分
 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
き
・
ね

ん
き
ん
特
別
便
・
年
金
に
関
す

る
相
談
な
ど
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
2
階
 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課

市
民
係
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
で
も
可
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
 

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基

礎
年
金
番
号
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
年
金
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

市
民
係
（
�

　
１
０
１
６
） 

昭和45年4月2日以降
に生まれた方で、看護
師免許を有する方 

昭和45年4月2日以降
に生まれた方で、看護
師免許を有する方、ま
たは平成23年3月末ま
でに看護師免許を取得
見込みの方 

平成22年 
12月 

平成23年 
4月 

3人 
程度 

15人 
程度 

10月28日（木） 
・面接試験 
・作文試験 

10月1日（金） 
～25日（月） 
 
※郵送は22日 
　（金）まで 
　土・日・祝日 
　は除く 

※詳細は、人事係で配布している職員募集要項またはホームページをご覧ください。 
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ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
対
応
し
た
市
販

の
税
務
・
会
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な

ど
で
、
紙
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
申

告
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

市
で
は
、「
（社）
地
方
税
電
子
化
協

議
会
」
が
提
供
す
る
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
「
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
」）
を
利
用
し
た
市
税

の
電
子
申
告
な
ど
の
受
付
を
９
月

よ
り
開
始
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
税
の
申
告

が
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
個
人
住
民
税
　
給
与
支
払
報
告
、 

特
別
徴
収
の
異
動
届
な
ど
 

●
法
人
市
民
税
　
申
告
書
、
法
人

設
立
・
設
置
届
、
異
動
届
な
ど
 

●
固
定
資
産
税
　
償
却
資
産
申
告
 

事
前
に
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
な
ど
を
準
備
し

た
う
え
で
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
届
出
を
行
い
、

利
用
者
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
（社）
地
方
税
電

子
化
協
議
会
（
�

０
５
７
０
　

―
　

０
８
１
４
５
９
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.eltax.jp/

） 

税
務
課
市
民
税
係
（
�

　
１
０

０
０
内
線
５
８
４
） 
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母
子
家
庭
（
父
子
家
庭
な
ど
を

含
む
）
の
方
を
対
象
に
、
専
門
家

に
よ
る
特
別
相
談
を
行
い
ま
す
。 

慰
謝
料
、
養
育
費
請
求
な
ど
の

法
律
に
関
す
る
こ
と
に
お
悩
み
の

方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
１１
月
4
日
（木）
 

▼
申
し
込
み
期
限
　
１０
月
２１
日
（木）
 

▼
相
談
場
所
　
明
石
市
役
所
内
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
�

　
１
６
４
５
） 

６
月
の
現
況
届
を
提
出
さ
れ
、

審
査
後
、
引
き
続
き
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
方
や
新
し
く
認
定
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
６
月
分
か
ら

９
月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当
を
、

１０
月
１５
日
（金）
付
で
受
給
者
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援

課
児
童
福
祉
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

都
市
計
画
法
第
１７
条
第
1
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
都

市
計
画（
案
）を
縦
覧
し
ま
す
。 

▼
種
類
・
名
称
 

○
東
播
都
市
計
画
・
市
場
町
南
山

地
区
地
区
計
画
 

▼
期
間
　
１０
月
２６
日
（火）
か
ら
１１
月

8
日
（月）
ま
で
（
8
時
４５
分
か
ら

１７
時
１５
分
） 

▼
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整

備
係
 

※
こ
の
案
に
対
し
て
意
見
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
終
了
日
ま
で
に
、

市
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
 

課
都
市
整
備
係
（
�

　
１
８
８
４
） 

介
護
に
多
い
悩
み
と
い
え
ば
腰
痛
。

腰
痛
の
知
識
と
対
処
法
、
予
防
体

操
で
元
気
な
身
体
づ
く
り
を
！
 

高
齢
者
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い

る
男
性
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

仕
事
と
の
両
立
や
不
慣
れ
な
家
事

な
ど
の
苦
労
、
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。 
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市
で
は
、
要
介
護
状
態
の
方
が

住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ
ず
に
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
「
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。 

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
、
柔
軟
な
体

制
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
用
者
は
市
内
の
住
民
に
限
定
さ
れ
、

市
が
事
業
者
の
指
定
や
監
督
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
本
年
度
に
整
備
す

る
事
業
者
を
公
募
し
、
審
議
・
選

考
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。 

な
お
、
本
年
度
中
に
整
備
を
完

了
し
て
、
来
年
６
月
か
ら
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

▼
事
業
者
名
　
㈱
フ
ァ
イ
ブ
シ
ー

ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
 

▼
事
業
開
設
予
定
場
所
 

小
野
南
圏
域
（
市
場
町
） 

▼
サ
ー
ビ
ス
種
類
・
施
設
数
な
ど
 

①
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 

１
施
設
・
入
居
定
員
１８
人
 

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
 

１
施
設
・
登
録
定
員
２５
人
 

宿
泊
室
９
室
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
介
護
課

介
護
保
険
係
（
�

　
１
５
０
９
） 

身
体
面
だ
け
で
な
く
精
神
的
な

負
担
を
解
消
し
な
が
ら
、
介
護
の

コ
ツ
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。 

※
無
料
送
迎
が
あ
り
ま
す
 

※
交
流
会
の
間
、
高
齢
者
の
方
を

介
護
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
（
要

予
約
・
無
料
）。 

▼
日
時
　
１０
月
２５
日
（月）
　１３
時
３０
分

か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

▼
対
象
　
高
齢
者
の
方
を
介
護
し

て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ

る
方
（
女
性
も
参
加
で
き
ま
す
） 

▼
講
師
　
理
学
療
法
士
・
言
語
聴

覚
士
　
小
椋

脩
 
氏
 

▼
参
加
料
 
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
１０
月
１５
日
（金）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

社
会
福
祉
協
議
会
（
�

　
２
５

７
５
） 
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都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
作
成
し
た
、
小
野
東
ひ
ま
わ
り

の
丘
公
園
周
辺
地
区
（
第
４
回
変
更
）

お
よ
び
小
野
地
区
（
第
１
回
変
更
）

の
都
市
再
生
整
備
計
画
を
縦
覧
し

ま
す
。 

▼
期
間
　
１０
月
４
日
（月）
か
ら
（
８

時
４５
分
か
ら
１７
時
１５
分
） 

※
縦
覧
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整

備
係
 

※
総
合
政
策
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

概
要
版
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

（http://w
w
w
.city.ono.hyogo.

jp/p/1/8/11/1

） 
　
 
 
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
都
市
整
備
係
（
�

　
１
８
８
４
） 
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福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
・
１０
月
は
土
地
月
間
・
観
光
 

１０
月
か
ら
１１
月
の
間
に
、
近
畿

２
府
４
県
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
近
畿
圏
交
通
実
態

調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
の
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

交
通
手
段
を
利
用
し
て
い
る
か
な

ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
調
査

結
果
は
今
後
の
地
域
の
交
通
計
画
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
な
ど
を
策
定
す

る
た
め
の
資
料
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
無
作
為
に
抽
出
し

た
ご
家
族
へ
、
郵
送
に
よ
り
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
票
が
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
調
査
主
体
　
京
阪
神
都
市
圏
交

通
計
画
協
議
会
（
国
土
交
通
省
、

近
畿
２
府
４
県
、
京
都
市
、
大

阪
市
、
堺
市
、
神
戸
市
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
ま
ち
づ
く

り
局
都
市
計
画
課
（
�

０
７
８

　
７
７
１
１
）
市
ま
ち
づ
く
り

課
（
�

　
１
８
８
４
） 

※
郵
送
調
査
の
対
象
者
以
外
の
方
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が

可
能
で
す（http://kinki-pt.jp

）。 

市
観
光
協
会
で
は
、
小
野
市
に

あ
る
国
宝
・
浄
土
寺
お
よ
び
播
磨

地
域
に
あ
る
国
宝
寺
院
を
１
日
で

4
か
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。 

▼
ツ
ア
ー
開
催
日
　
１０
月
１
日
か

ら
１２
月
１７
日
の
毎
週
金
曜
日（
１０

月
２２
日
は
２０
日
（水）
に
振
替
え
） 

▼
コ
ー
ス
　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
↓
鶴

林
寺
↓
一
乗
寺
↓
ふ
く
蔵（
昼
食
）

↓
朝
光
寺
↓
浄
土
寺
↓
Ｊ
Ｒ
加

古
川
駅
 

▼
運
行
時
刻
　
９
時
出
発
、
１６
時

３０
分
帰
着（
受
付
８
時
３０
分
） 

▼
料
金
　
６，
５
０
０
円
（
昼
食
付
） 

▼
定
員
　
各
日
４５
人
 

▼
申
し
込
み
先
　
神
姫
観
光
加
古

川
旅
行
セ
ン
タ
ー
（
�

０
７
９

　
６
０
０
０
） 

※
受
付
は
、
月
〜
土
曜
日
の
９
時

３０
分
か
ら
１８
時
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
市
観
光

協
会
事
務
局（
観
光
課
内
）（
�

　

１
９
２
９
） 

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
は
、
必
ず
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以

内
に
、
市
を
経
由
し
て
知
事
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
制
度
）。 

▼
届
出
が
必
要
な
面
積
 

市
街
化
区
域（
２，
０
０
０
㎡
以
上
）

／
市
街
化
調
整
区
域（
５，
０
０

０
㎡
以
上
）／
都
市
計
画
区
域
外

（
１
０，
０
０
０
㎡
以
上
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
都
市
政
策

課
土
地
対
策
室
（
�

０
７
８
　

７
７
１
１
内
線
４
７
３
９
）
市

ま
ち
づ
く
り
課
（
�

　
１
８
８
４
） 

不
動
産
の
価
格
に
関
す
る
情
報
を
、

分
か
り
や
す
く
提
供
し
て
、
安
心

し
て
不
動
産
取
引
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
不
動
産
の
取
引
価
格
情
報
提
供
制

度
」
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
制
度
に
よ
り
、
全
国
の
「
取

引
価
格
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

土
地
を
購
入
さ
れ
た
方
に
、
国
土

交
通
省
か
ら
郵
送
で
、
取
引
情
報

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
土
地
総
合

情
報
シ
ス
テ
ム
」
で
検
索
 

◯ 63

◯ 341

県
や
市
な
ど
が
、
都
市
の
健
全

な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
促
進

す
る
た
め
に
、
必
要
な
土
地
を
計

画
的
に
取
得
す
る
制
度
で
す
。 

次
に
挙
げ
る
条
件
を
満
た
す
土

地
を
譲
渡
す
る
場
合
は
、
市
を
経

由
し
て
県
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

※
届
出
は
土
地
を
譲
渡
す
る
日
の

３
週
間
前
ま
で
 

▼
届
出
が
必
要
な
面
積
　
 

都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
（
２

０
０
㎡
以
上
）
／
市
街
化
区
域

内
（
５，
０
０
０
㎡
以
上
） 

※
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に

対
し
て
土
地
の
買
い
取
り
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、「
申
出
」
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
申
出
が
で
き
る
面
積
 

都
市
計
画
区
域
内
（
２
０
０
㎡

以
上
） 

◯ 341

◯ 63

市
内
に
点
在
す
る
旧
跡
を
ガ
イ

ド
付
き
で
歩
き
ま
す
。
今
回
は
、「
大

部
の
荘
・
巨
勢
の
さ
と
を
歩
く
」

と
題
し
て
、
浄
土
寺
建
立
に
ま
つ

わ
る
歴
史
な
ど
を
探
り
ま
す
。 

▼
日
時
　
１０
月
３０
日
（土）
　１０
時
か
ら（
受

付
９
時
３０
分
） 

※
雨
天
中
止
 

▼
集
合
場
所
　
小
野
市
役
所
前
　

芝
生
広
場
 

▼
コ
ー
ス
（
予
定
）　
約
9
㎞
 

小
野
市
役
所（
出
発
）↓
王
塚
古

墳
↓
広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園
↓

キ
ツ
ネ
塚
↓
観
阿
上
人
墓
所
↓

浄
土
寺（
昼
食
）
↓
に
ご
り
池
↓

大
池
と
弁
財
天
↓
伝
統
産
業
会

館
↓
小
野
市
役
所
 

▼
参
加
料
　
２
０
０
円（
資
料
代
な

ど
含
む
）
※
当
日
徴
収
 

▼
持
ち
物
　
雨
具
・
弁
当
・
探
訪

証
明
書
（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

当
日
発
行
し
ま
す
） 

▼
申
し
込
み
期
限
　
１０
月
２１
日
（木）
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
必
要

事
項
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

小
野
市
観
光
協
会
事
務
局
（
観

光
課
内
）（
�

　
１
９
２
９
・
�

　
２
６
１
４
） 

　
　kanko@

city.ono.hyogo.jp
◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 423
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▼
募
集
人
員
・
出
願
資
格
 

○
３
年
保
育
（
３
歳
児
）
４０
人
 

平
成
１９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２０

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
方
 

○
２
年
保
育
（
４
歳
児
）
２０
人
 

平
成
１８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１９

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
方
 

※
ど
ち
ら
も
県
内
に
保
護
者
と
同

居
し
て
い
る
こ
と
 

▼
説
明
会
　
１０
月
１６
日
（土）
　１０
時
か

ら
　
同
園
遊
戯
室
 

▼
出
願
期
間
　
１０
月
２５
日
（月）
か
ら

２９
日
（金）
 

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び

抽
選
。 

※
必
要
な
場
合
に
は
面
接
あ
り
 

※
出
願
者
数
が
募
集
人
員
を
下
回

る
と
き
は
抽
選
な
し
。 

▼
選
考
結
果
発
表
・
抽
選
日
　
１１

月
１３
日
（土）
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
教
育
大

学
附
属
小
学
校
事
務
室
（
�

０

７
９
５
　
２
２
１
８
） 

▼
開
催
日
時
　
１１
月
７
日
（日）
９
時

開
会
（
１３
時
終
了
予
定
） 

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
の
小
学
生
以
上
の
方
 

▼
参
加
料
（
一
人
あ
た
り
）　
一
般

１
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０

円
（
保
険
料
含
む
） 

※
複
数
種
目
参
加
の
場
合
も
同
額
 

▼
種
目
・
区
分
 

①
跳
び
箱
（
小
学
１
〜
4
年
生
／

小
学
5
年
生
〜
一
般
） 

②
倒
立
（
静
止
倒
立
／
倒
立
歩
行
） 

③
な
わ
と
び
（
短
な
わ
二
重
と
び

／
大
な
わ
と
び
） 

④
ア
ジ
ャ
タ
【
ス
ポ
ー
ツ
玉
入
れ
】 

（
小
学
1
〜
6
年
生
／
中
学
生
以
上
） 

⑤
二
人
三
脚
（
親
子
／
夫
婦
／
男

女
ペ
ア
（
２０
歳
以
上
）） 

　
練
習
会
（
申
し
込
み
不
要
） 

▼
日
時
　
１０
月
１１
日
（祝）
　１４
時
か
ら

１７
時
 

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
１０
月
２６
日
（火）

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

体
育
保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
）、

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）（
�

　
７
０
０
０
） 

◯ 63

◯ 62骨
盤
ま
わ
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に

よ
り
骨
盤
を
調
整
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１０
月
３０
日
（土）
　１４
時
３０
分

か
ら
１６
時
３０
分
 

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

▼
講
師
　
岩
佐

剛

氏
（
つ
ば
さ

整
体
整
骨
院
　
院
長
）　
 

▼
対
象
　
満
１５
歳
以
上
の
方
 

▼
定
員
　
３０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
１０
月
１６
日
（土） 
に
抽
選
） 

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
資
料

代
含
む
） 

▼
申
し
込
み
期
間
　
１０
月
１
日
（金）

か
ら
１５
日
（金）
ま
で
　
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
総
合
体
育

館（
ア
ル
ゴ
）窓
口
で
申
し
込
ま

れ
る
か
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
・

勤
務
先
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
７
８
　
小
野

市
王
子
町
９
１
７
番
地
の
１
（
�

　
７
０
０
０
�

　
７
５
６
０
） 

 ◯ 62

◯ 62

▼
応
募
資
格
　
１６
歳
以
上
の
方
 

▼
部
門
　
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
・
工
芸
 

▼
出
品
点
数
　
同
部
門
一
人
１
点

（
未
発
表
の
自
作
品
に
限
り
ま
す
） 

▼
出
品
料
　
無
料
 

▼
会
期
　
１２
月
１６
日
（木）
か
ら
１９
日
（日）

ま
で
 

▼
会
場
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
 

▼
作
品
搬
入
　
１２
月
５
日
（日）
９
時

３０
分
か
ら
１６
時
の
間
に
会
場
ま

で
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
募
集
要
項
は
、
い
き
い
き
社
会

創
造
課
、
図
書
館
お
よ
び
市
内

各
コ
ミ
セ
ン
に
あ
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会

い
き
い
き
社
会
創
造
課
（
�

　

２
４
４
５
） 

◯ 63

ち
ょ
う
く
う
 

◯ 63

◯ 40

▼
開
催
日
時
　
１０
月
２４
日
（日）
9
時
か
ら
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
 

▼
種
目
　
 

「
形
競
技
」・「
組
手
競
技
」 

（
小
学
１
･
２
年
生
／
３
･
４
年
生
／

５
･
６
年
生
／
中
学
生
／
一
般
男
子

（
高
校
生
含
む
）
／
一
般
女
子
（
高
校

生
含
む
）） 

▼
参
加
料
　
１，
０
０
０
円（
当
日
徴
収
） 

▼
申
し
込
み
方
法
な
ど
 

　
１０
月
１０
日
（日）
ま
で
に
、
出
場
種
目
・

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
市
空
手
道
協
会
事
務
局

松
尾
（
�

　
２
４
０
４
・
�

　

１
０
７
１
） ◯ 62

◯ 62

短
歌
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。 

▼
日
時
　
１０
月
１７
日
（日）
　１３
時
か
ら
 

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

大
研
修
室
 

▼
講
師
　
栗
木

京
子

氏
（
第
４１

回
迢
空
賞
受
賞
、
読
売
歌
壇
選
者
） 

▼
内
容
　
一
部
「
講
演
」
／
二
部

「
短
歌
の
批
評
」 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
定
員
　
２
０
０
人
 

▼
参
加
方
法
　
研
修
会
当
日
、
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会

い
き
い
き
社
会
創
造
課
（
�

　

２
４
４
５
） 
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ス
ポ
ー
ツ
・
募
集
・
消
防
・
下
水
道
 

下
水
道
 

下
水
道
 

下
水
道
 

下
水
道
 

小
野
市
公
共
下
水
道
の
都
市
計
画

変
更
案
に
係
る
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。 

こ
の
案
に
対
し
意
見
が
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
終
了
日
ま
で
に
文
書
で

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
変
更
内
容
　
都
市
計
画
の
一
部

区
域
の
変
更
 

▼
期
間
　
１０
月
２６
日
（火）
か
ら
１１
月

８
日
（月）
ま
で
（
８
時
４５
分
か
ら

１７
時
１５
分
） 

▼
場
所
　
水
道
部
工
務
グ
ル
ー
プ
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
工
務

グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
０
０
４
） 

◯ 63

ガ
ソ
リ
ン
は
、
目
に
見
え
な
い

可
燃
性
の
蒸
気
を
出
す
た
め
、
静

電
気
な
ど
の
火
花
に
よ
り
引
火
爆

発
す
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
物
で
す
。 

「
危
険
物
を
扱
っ
て
い
る
」
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
、
皆
さ
ん
に
安

全
に
給
油
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
事
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
自
動
車
の
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。 

○
給
油
前
に
は
必
ず
「
静
電
気
除

去
シ
ー
ト
」
に
触
れ
る
。 

○
給
油
口
付
近
に
、
子
ど
も
が
近

づ
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。 

○
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
吹
き
こ
ぼ
れ

が
な
い
よ
う
に
、
継
ぎ
足
し
は

し
な
い
。 

○
携
行
缶
な
ど
に
給
油
し
な
い
。 

※
給
油
の
際
は
、
ラ
イ
タ
ー
や
煙

草
な
ど
の
火
気
は
厳
禁
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

消
防
本
部
（
�

　
０
１
１
９
） 
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火災件数 
累計 8月 

平成 
22年 

平成 
21年 0

2

19

13

累計 
5 
0 
1 
7 
13

建物火災 
林野火災 
車両火災 
その他火災※ 
累計 

火災種別 

※雑草・廃材などの火災 

火災種別累計件数 

下水道事業は、下水道使用料と一般会計からの繰
入金を主な収入として運営しています。 
下水道整備がほぼ完了した平成16年度から、「農
業集落排水施設」も統合すると共に、下水道を独立
採算の「公営企業」として運営を開始しました。 
●下水道の普及率と水洗化の状況 
農業集落排水、合併処理浄化槽区域を含めた普及
率は98.6％、そのうち下水道接続済みの水洗化率は
93.2％となっています。 
●財政状況 
収入は、前年度に比べて下水道使用料の減少により、
約5,200万円の減収、また支出は、起債（借金）の支
払い利息の減少により、約8,600万円減っています。
しかしながら、収支差引は約3.8億円の赤字で、下
水道事業の経営は一般会計から多くの繰入金を入れ
るなどしても、大変厳しい経営状況となっています。
（グラフ1） 
※小野市の下水道使用料は、北播磨地域で一番安く
なっています（1ヶ月20m3使用の場合）。（グラフ2） 

（借金の状況） 
平成21年度末　借金（起債）の残高　約199億円 

●毎年の返済 

●借金返済するための財源 
　　使用料　　　　（現在使用料は約6.4億円の収入） 
　　一般会計繰入金（税金） 
　　他会計（水道）からの借入金 

元金　約10億円 

合計　約15億円の返済 

利息  約 5億円 

生活環境改善のため、平成元年頃から特に集中して、
多くの整備を行ったため、現在、その借金（起債）の返
済のため特に厳しい状況です。 
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
・
改
善
や
、
身
体
を
動
か

す
楽
し
み
が
健
康
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
教
室
を
開
講
し
ま
す
。 

運
動
中
心
の
教
室
の
た
め
、
治

療
中
の
方
は
主
治
医
と
相
談
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
１１
月
１２
日
（金）
・
１２
月
３
日

（金）
・
来
年
１
月
１８
日
（火）
・
２
月
４

日
（金）
の
全
４
回
 

 
９
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
 

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

大
研
修
室
 

▼
対
象
　
４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の

方
 

※
こ
れ
ま
で
に
受
講
さ
れ
た
方
は

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
 

▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
１０
月
２９
日
（金）

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�

　

３
９
７
７
）
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

６
月
か
ら
一
定
の
節
目
年
齢
の

方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
無
料

歯
周
疾
患
検
診
が
１０
月
末
で
終
了

し
ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
の
方

で
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
期
限
　
１０
月
末
日
ま
で
 

▼
受
診
医
療
機
関
　
受
診
券
裏
に

記
載
 

▼
対
象
　
５
月
末
に
無
料
受
診
券

を
発
送
し
て
い
ま
す
。
紛
失
さ

れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再

発
行
し
ま
す
。 

▼
受
診
方
法
　
受
診
を
希
望
す
る

医
療
機
関
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�

　
３
９
７
７
） 
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本
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
は
従
来
の
季
節

性
だ
け
で
な
く
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
も
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン

で
す
。
　
 

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

期
間
内
に
医
療
機
関
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
（
左
下
表
）。 

▼
ワ
ク
チ
ン
の
内
容
　
Ａ
／
Ｈ
３

Ｎ
２
型
、
Ｂ
型
、
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ

１
型
の
３
つ
の
型
を
混
合
 

▼
対
象
　
全
住
民
（
た
だ
し
、
１

歳
未
満
に
つ
い
て
は
、
十
分
な

免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
困
難
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
方
が
有
益
性
と
リ
ス
ク
を
考

慮
し
た
う
え
で
医
師
と
相
談
し

て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。） 

▼
接
種
期
間
　
１０
月
１
日
（金）
か
ら

来
年
３
月
３１
日
（木）
ま
で
 

▼
接
種
回
数
　
１３
歳
以
上
は
１
回
、

１３
歳
未
満
は
２
回
（
年
齢
は
接

種
日
の
満
年
齢
） 

▼
個
人
負
担
金
 

○
６５
歳
以
上
　
無
料
 

※
小
野
市
・
加
東
市
医
師
会
の
協

力
に
よ
り
、
接
種
費
用
が
減
額

さ
れ
、
今
年
度
は
自
己
負
担
額

が
無
料
 

○
医
師
の
判
断
に
よ
り
６０
歳
か
ら

６４
歳
ま
で
で
心
臓
・
呼
吸
機
能

な
ど
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

も
無
料
 

○
６４
歳
未
満
　
実
費
負
担
 

※
生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
、
無
料
接
種
券

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
保
健
セ
ン
タ
ー

に
申
請
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

※
発
熱
な
ど
で
接
種
し
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
診
療
費
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接
種
当
日

に
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
接
種

日
を
延
期
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
医
療
機
関
に
持
参
す
る
も
の
 

健
康
保
険
証
ま
た
は
住
所
の
わ

か
る
身
分
証
明
証
 

▼
市
外
で
接
種
さ
れ
る
場
合
 

①
加
東
市
・
三
木
市
・
加
西
市
・

西
脇
市
・
多
可
町
の
医
療
機
関
 

＝
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の

う
え
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
 
①
以
外
の
医
療
機
関
 

＝
所
定
の
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、

予
約
さ
れ
る
前
に
必
ず
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�

　
３
９
７
７
） 
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本年度インフルエンザ予防接種指定医療機関（市内医療機関のみ） 

要（1日前） 
不要 
不要 
要（1日前） 
要（当日可） 
不要 
要(3日前）　※6歳未満不可 
不要 
要（1日前） 
要（1日前） 
要（1日前）　※10歳以下不可 
要（3日前） 
不要 
要（4日前） 
要　※小学生未満不可 
要（2日前） 
要（7日前） 
要（1日前）【実施：火・金】 
不要 
要（7日前）【実施：月～金13:00～15:00】 
要（電話平日15：00～17：00・来所平日9：00～17：00） 
※中学生以下は不可 
不要 
要（3日前）【実施：月・火・木・土】 
不要 
要（3日前）【実施：月・火・水・金】 
要（3日前） 
要（3日前）【実施：水曜午後・木曜午前】 
要（3日前）【実施：金曜午後】 

井岡医院 
育が丘クリニック 
伊佐治医院 
岡村医院 
柏木医院 
北野整形外科・外科 
小島クリニック 
篠原医院 
清水内科クリニック 
田中内科医院 
復井診療所 
福岡クリニック 
まえだクリニック 
まつい子どもクリニック 
松尾内科 
宮田外科胃腸科 
山口内科医院 
依藤診療所 
緑駿病院 
土井病院 
 
 
いまむら皮膚科クリニック 
岡田内科医院 
小野レディースクリニック 
つぼた小児科医院 
ひまわりクリニック 
三浦クリニック 
兵庫青野原病院 

ど
な
た
で
も
接
種
を
受
付
す
る
医
療
機
関 

通
院
患
者
の
み 

菅田町 
樫山町 
神明町 
敷地町 
船木町 
黒川町 
王子町 
粟生町 
敷地町 
新部町 
復井町 
神明町 
大島町 
敷地町 
黒川町 
本町 
本町 
本町 
復井町 
復井町 
 
 
敷地町 
市場町 
西本町 
西本町 
神明町 
天神町 
南青野 

◯2367 
◯8112 
◯7887 
◯4300 
◯0199 
◯1080 
◯2727 
◯2810 
◯1005 
◯3456 
◯7318 
◯1600 
◯0771 
◯7366 
◯0880 
◯7272 
◯0202 
◯0028 
◯2020 
◯2119 
 
 
◯0080 
◯7366 
◯1103 
◯2752 
◯7209 
◯9288 
◯2233

67 

62 

63 

62 

67 

63 

64 

65 

62 

66 

66 

63 

64 

63 

64 

63 

64 

63 

66 

66 

 

 

64 

62 

62 

62 

62 

70 

66

医療機関名（50音順） 所在地 電話 予約の必要性【曜日は実施日】 

※ワクチンの有無の関係で、接種できない場合がありますので、予約をされることをお勧めします。 

小野市民病院 ◯202063中町 

内容 加東市医療機関名　　　（50音順） 
青山医院 
井上医院 
坂本医院 
曽野医院 
東条診療所 
ますむら医院 
松本小児科医院 
　川医院 

嬉野診療所 

加茂病院 

松原メイフラワー病院 

ど
な
た
で
も
接
種 

を
受
付
す
る 

医
療
機
関 

通
院
患
者
の 

み
接
種
を
受 

付
す
る
医
療 

機
関 

赤羽目医院 
桂医院 
神医院 
田渕医院 
ふるもとクリニック 
まつむら泌尿器科 
森下クリニック 
加東市民病院 

本年度インフルエンザ予防接種指定医療機関（加東市） 
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あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ
・
図
書
館
 

市
で
は
母
乳
育
児
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
助
産
院
の
助
産

師
を
講
師
に
招
き
、
母
乳
育
児
の

コ
ツ
や
妊
娠
期
の
過
ご
し
方
を
伝

授
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
妊
娠
中

の
方
は
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
１０
月
１９
日
（火）
　１３
時
３０
分

か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
講
話
「
母
乳
育
児
の
ポ

イ
ン
ト
！
」
／
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
（
簡
単
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
作
り
） 

▼
対
象
　
出
産
予
定
日
が
１１
月
以

降
の
妊
婦
 

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

１０
月
１２
日
（火）
ま
で
に
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

（
仮
）福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

の
建
築
に
伴
い
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
お
よ
び
保
健
事
業
の
会

場
が
一
時
移
転
し
ま
す
。
詳
細
は
、

広
報
や
個
人
通
知
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
移
転
時
期
　
１１
月
１
日
か
ら
平

成
２４
年
３
月
末
ま
で
 

▼
事
務
所
の
移
転
先
　
小
野
市
伝

統
産
業
会
館
２
階
 

〜
妊
娠
期
の
過
ご
し
方
・
産
後
の
養
生
〜
 

'

▼
募
集
人
数
 

推
薦
入
試
　
１０
人
程
度
 

社
会
人
入
試
　
５
人
程
度
 

▼
受
付
期
間
　
１１
月
１
日
（月）
か
ら

１０
日
（水）
消
印
有
効
 

▼
試
験
日
　
１１
月
２０
日
（土） 
 

▼
場
所
　
播
磨
看
護
専
門
学
校
 

▼
受
験
手
続
 

○
申
込
書
類
は
、
同
学
校
で
配
付
。

郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、

２
０
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
申
し
込
み
は
、
申
込
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
学

校
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送

以
外
は
受
付
不
可
）。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

〒
６
７
３
　

―
　

１
４
５
１
 

加
東
市
家
原
８
１
２
番
地
１
 

播
磨
看
護
専
門
学
校
事
務
課

（
�

０
７
９
５
　
３
９
６
１
） 

◯ 42

今回は、来年の干支であるウサギの「干支置物
づくり（1日教室）」を開催します。はじめての方
もぜひ、いろいろな表情のウサギを造ってみてく
ださい。 
　開催日時　11月25日（木）または28日（日）13：00
～16：00 
　場所　あお陶遊館アルテ 
　定員　各15人（先着順） 
　受講料　700円（市外の方は1,000円） 
　申し込み期間　10月5日（火）～25日（月） 
　申し込み方法　あお陶遊館アルテ窓口に備え付
けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、申し込
みください。 

図書館ってどんなところ？小学生の皆さん、図
書館探検してみませんか（参加無料）。 
　日時　11月6日（土）・7日（日）10：00～11：00（1～
3年生）、11：00～12：00（4～6年生） 

　対象　市内在住の小学生 
　定員　各10人（先着順） 
　申し込み方法　10月10日（日）から、図書館カウ
ンターで受け付けします。参加されるご本人が
お越しください。 

　日時　10月10日（日）10：00～11：00 
　場所　図書館２階　児童閲覧室 
　対象　市内在住の４歳～小学３年生（先着15人） 
　内容　折り紙や簡単な工作 
　申し込み方法　図書館窓口カウンターで申し込
みください（電話でも受け付け可）。 

※工作に必要な道具は図書館が用意します。 
 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
 

▼  
 

▼  
▼  

▼  ▼  
 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
 

10月のお話会 
2日（土） 
9日（土） 
16日（土） 
23日（土） 
30日（土） 
31日（日） 

10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
10：30～ 
14：00～　・14：40～ 

10月の休館日 

26日（火） 

図書館で使わなくなった本などの活用を目的に「図
書リサイクルフェア」を10月24日（日）10時から実
施します。 
ご家庭で不用になった本（特に児童本）があれば、

図書館へお持ちください。ただし、百科事典・雑誌・
汚れや破損があるものは対象外です。 
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市
民
会
館
・
コ
ミ
セ
ン
・
好
古
館
・
お
の
夢
館
・
児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム
 

6回12作品の小野名画劇場をすべて鑑賞できます。  
●価 格　1枚2,000円（当日券は700円）　 

「イヴの総て」 ①10：00～ ③15：10～ 
 ●1950年 米国 

●監督  
　ジョセフ・Ｌ・マンキーウィッツ 
●出演 
　アン・バクスター/ 
　べディ・ディヴィス  ほか 
 「帰郷」　 　　②13：00～ ④19：00～ 
●1964年 日本 
●監督  
　西河 克己 
●出演 
　森雅之/吉永小百合/ 
　高峰三枝子/芦田伸介 ほか 
 

10月16日（土）　　大ホール ●日時11月27日（土）14:00開演 
●場所　うるおい交流館エクラホール 
●前売価格　2,000円（当日2,500円） 
　　　　　　全席自由 
●前売券発売場所　 
 ・うるおい交流館エクラ 
 ・市民会館 
 ・市内各コミセン 
 ・好古館 
 ・図書館 

　　　　　　 

　コース名　エクセル２００７入門コース 
　日時　11月8日（月）・9日（火）・15日（月）・16日（火）・
22日（月）・23日（祝）19：00～21：00 

　場所　コミセンおの　ＩＴ学習室 
　定員　20人（市内在住、在勤または在学の方優先）
※応募者多数の場合は抽選 
　受講料　2,000円（テキスト代が別途必要） 
　申し込み期間　10月4日（月）～20日（水） 
　申し込み方法　市内各コミセン窓口に備え付け
の申込書に必要事項を記入のうえ、コミセンお
の窓口へ申し込みください（ファクスでも受け
付け可）。 

▼  
▼  
 

▼  
▼  
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  

　日時　11月2日～来年2月1日（毎週火曜日全12回）
19：00～21：00 
　場所　コミセンおの 
　受講料　2,500円（別途材料費必要） 
　定員　20人　※応募者多数の場合は抽選 
　申し込み期間　10月1日（金）～15日（金） 
　申し込み方法　コミセンおの窓口に備え付けの

申込用紙に必要事項を記入のうえ、窓口へ申し
込みください（ファクスでも受け付け可）。 

市民の手作りのクリスマスイルミネーションを
実施するにあたり、ご家庭で眠っている不要なイ
ルミネーションを集めています。 
○イルミネーションの種類・数は問いませんが屋
外で使用できるもの 
○大きな修理が必要ないもの 
○ご家族で飾りつけもできます 
○持ち込みが困難な場合はご相談ください 
　持ち込み期間　10月1日（金）～31日（日） 
　持ち込み場所　コミセンおの 

▼  
▼  

展示内容 日程 

「絵手紙　万葉の会　神無月展」 
絵手紙教室  万葉の会  小野仲埜教室 

「愛ちゃんの手芸展」 
　　　　　　　　　紺野愛子 

10月4日（月） 
～16日(土)

10月18日（月） 
～30日（土） 

来住地区地域づくり協議会主催によるきすみの
祭を開催します。地域一体となって盛り上げる「き
すみの祭」にみんな集まれ！ 
展示・模擬店 
　日時　10月23日（土）・24日（日）9：00～15：00 
　場所　コミセンきすみの 
　内容　 
○園児、小・中学生、コミセンサークル生、地域 

▼  
▼  

▼  

　内容 ▼
 

①ケーキ作り　4回（講師：山下源太朗氏）  
　自分だけのロールケーキを作りませんか？ 

③アロマセラピー　4回（講師：清水勝代氏） 
　アロマの香りに癒されてみませんか？ 

②フラワーデザイン　4回（講師：松倉慶子氏）  
　クリスマスやお正月に向けて挑戦してみませんか？ 

●見学会「豊地域・屋口城をめぐる」 
　日時　11月21日（日）9：30～12：00 
　集合場所　池田町公民館（駐車場車50台分） 
　見学先　豊地城跡、屋口城跡（徒歩で移動） 
●講演会「村絵図からみた村の景観と村社会 
　～下東条地区の近世村絵図を中心に～」　 
　日時　12月18日（土）13：30～ 
　講師　石野 茂三（旭丘中学校校長） 
　場所　コミセン下東条　視聴覚室 
※いずれも申し込み不要、参加無料 
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（都合により変更する場合があります） 
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14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

 　25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
11/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土）親子で自由あそび 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 

日 
《遊戯室》11：00～11：30 
ふれあいタイム・パパサタサロンなど 

《集会室》10：00～15：00 
つどいの広場・エコ工作など 
 
　　　　　　 
　　　　　　 ― 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
おしゃべりタイム（14：00～14：30） 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
サークル広場 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ―　　 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
1歳児さん集まれ！（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
0歳児・ほのぼのひろば（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
ほっと☆mam広場 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 

「パネルシアターをみよう」 
（10：30～11：30）※2歳児以上対象 

10月生まれのお友だち集まれ！ 
（10：00～10：30） 

「子育てミニ講座パート2」 
（11：00～11：50）※2歳児以上対象 親子でわくわくタイム（10：30～11：00） 

 
親子で自由あそび 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（13：30～14：00） 
 
 
 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなで体操1・2・3 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
親子で自由あそび 
 
みんなであそぼうリズムにのって 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなで体操1・2・3 
みんなでお祝いハッピーバースデー 
パパサタサロン「ハロウィングッズ作り」 
親子で自由あそび 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
親子で自由あそび 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
親子で自由あそび 
消防訓練に参加しよう（14：00～） 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子で自由あそび 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
親子で自由あそび 
 
チャイちゃん・コムくんとふれあおう（14：00～14：30） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
みんなで体操1・2・3

 

【ふれあいタイム】月～金曜日（11：00～11：30）遊戯室 
【つどいの広場】月・金・土曜日（10：00～15：00）集会室 

▼  
▼  

▼  

下東条地区は古墳群や遺跡、城跡が多く、古い
歴史をもつ地域です。この地区のうち下東条小学
校区の歴史を本年と来年の2年間で、地域の方と
共同調査し、その成果を紹介していきます。 
今年の展示会は、同小学校区の原始・古代の遺
跡や中世の城跡からの出土品、この地域の寺院や
神社に伝わる文化財、古文書などこれまでから知
られている史料を展示します。 
　展示品　豊地城跡出土品／小田城跡出土品／曽
根村絵図／池田村絵図／万勝寺縁起など 
　場所　好古館２階展示室 
　入館料　大人 300円 、小・中学生100円 
　（ココロンカードをお持ちの方は無料） 
※11月3日（祝）と11月20・21日（関西文化の日）は無
料 
　休館日　月曜日 
12月10日（金）から19日（日）の期間は、コミセン下
東条で展示します。 

▼  
 

▼  
▼  
 

 
 

▼  

おの夢館では、市内にお住まいの仲良し8人組
による「エコ作品展」を開催します。身の回りに
ある包装紙、リボン、お菓子の入れ物などを再利
用した可愛い作品展です。皆さんお誘いあわせの
うえ、ぜひお立ち寄りください。 

　場所　おの夢館ギャラリー 
　期間　10月1日（金）～31日（日） 
　開館時間　10：00～17：00（水曜日休館） 

▼  
▼  

▼  

関連行事 
 

パパサタサロン「犬とふれあおう」（10：00～11：00）※申込者対象 

「おいしくもぐもぐ」 
（10：30～11：30）※0歳児対象 

「あそぼうよ」 
（10：30～11：30）※2歳児以上対象 

ほっと☆mam広場（10：30～11：30） 
オレンジリボンとハロウィングッズ作り 

ハロウィンを楽しもう（10：30～11：30） 

▼  
▼  

▼  
 

 
▼  

▼  
▼  

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
チャイちゃん・コムくんとふれあおう（14：00～14：30） 

の方の作品展示 
○たこ焼き、焼きそば、わた菓子などの模擬店出店 
※24日（日）は、各町が趣向を凝らした自治会テン
ト村を出店 
学習発表会 
　日時　10月23日（土）9：00～12：00 
　場所　来住小学校体育館 
　内容　小・中学生、コミセンサークル生、地域
の方の学習発表 
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たっぷり！たっぷり！ 

14：00

お気軽にご相談ください。 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。 

市民・行政 月～金曜日 
9：00～17：00 

法　律 
10月13（水）・27日（水） 
13：30～16：00 
※予約は毎月1日（休日の場合は 
　翌日）9時から受付します。 

市民サービス課相談室 

要予約 

要予約 

生活上の問題・行政に関する相談 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

いじめ担当グループ 
◯4110 

近畿税理士会・社支部事務局 
0790◯1897 

小野交通安全協会事務局 
◯1410 

人　権 

あんしん窓口 

消費生活 

高齢者総合相談 

住宅改造 
（高齢者・障がい者向） 

ふれあい福祉 

障がい者総合相談 

精神障がい者 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

乳幼児育児相談 

子育て 
安心ダイヤル 
思春期 

ホットダイヤル 
乳幼児発達相談 

不登校相談 

乳幼児育児不安 

女性のための相談 

女性のための 
医療相談 

いじめ等相談窓口 
（ＯＮＯひまわりほっとライン） 

税務相談 

法律相談 

外国人生活相談 

面接相談は要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

母子自立 
要予約 

要予約 

要予約 

10月20日（水） 
13：30～15：30 

コミセンおの302号室 

月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：00 

生活環境グループ 
月・水・金曜日 
9：00～17：00 
（11日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～17：00 

月～金曜日 
9：00～17：00 

火・木曜日 
10：00～15：00

月～金曜日 
9：00～17：00

10月15日（金） 
13：00～15：00 

木曜日 
9：00～12：00

月～金曜日 
9：00～16：00 

月～土曜日 
10：00～17：00 
10月6日（水） 
9：45～11：00 
10月13日（水） 
9：30～10：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
10月5日（火）・18日（月） 
13：00～16：00 

月～金曜日 
13：00～17：00 

月～土曜日 
9：00～16：00 

月・水・金曜日 
9：00～16：00 
(11日は休みます） 

木曜日 
13：30～16：00

月～金曜日 
9：00～17：00 

10月7日（木）・21日（木） 
13：00～16：00 
※受付は15：30まで 
毎月第1土曜日 

13：00～16：00 

人権に関すること 

小野市民病院 
地域医療室内医療福祉相談室 

医療福祉に関する悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

うるおい交流館エクラ 
事務室 生活上の問題 

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

看護師による「医療に関する悩み」 
など 

市民安全部 
ヒューマンライフグループ 

いじめ、虐待、DV、セクハラなど 
いじめ相談 

7日：第2庁舎第1会議室 

21日：本庁舎3階第1会議室 
税金に関すること 

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること 

子どもの健康・栄養・発達に 
関すること 

体のこと・性のこと 

発達に関する相談 

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談 
で応じます 

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

乳幼児の子育ての悩みなど 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

女性が抱えるさまざまな問題 
※託児可能（要予約・無料） 

保健センター 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど 

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に 
おける相談 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

特に発育・栄養に関すること 

育児・発達・離乳食相談 

児童館チャイコム 

日常生活上での悩みごと 

高齢介護課相談室 介護・認知症に関する相談等 

福祉事務所相談室 
高齢介護課相談室 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 

市民サービス課 
◯1013 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

生活環境グループ 
◯1686 63

地域包括支援センター 
◯2174 63

高齢介護課・社会福祉課 
◯1011 63

社会福祉協議会 
◯2574 63

障害者地域生活・相談支 
援センター 

◯1000 内線725・735 63

社会福祉課障害福祉係 
◯1011 63

子育て支援課 
（家庭児童相談室） 

◯1645 63

児童館チャイコム 
◯7020 62

保健センター 
◯3977 63

適応教室 
◯4175 63

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

◯8428 62

男女共同参画センター 
相談専用電話 
◯8250 63

子育て支援課 
◯1645 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

国際交流協会事務局 
◯6763 62

62

49

62

人権啓発推進グループ 
◯1243 63

（電話相談）9：30～11：30 
（面接相談）13：00～16：00

木曜日 

広報「おの」　2010.1023
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河合　０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０ 
茨城　０ ０ １ ０ ０ ３ ×  ４ 

１回戦 

※茨城オール県南クラブは、今大会優勝しました 

８
月
１１
日
よ
り
メ
キ
シ
コ
で

開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
で
、
日

本
代
表
チ
ー
ム
は
、
第
４
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。
県
で
唯
一
選

抜
さ
れ
た
、
小
野
ボ
ー
イ
ズ
所

属
の
中
川
広
希
く
ん
（
旭
丘
中

３
年
）
は
、
米
国
戦
で
投
手
と

し
て
活
躍
し
、
日
本
の
勝
利
に

貢
献
。
大
会
は
、
メ
キ
シ
コ
が

２
連
覇
し
ま
し
た
。 

多
く
の
方
の
支
え
に
よ
っ
て

全
国
大
会
の
舞
台
に
立
つ
こ
と

が
で
き
、
感
謝
の
思
い
で
一
杯

で
す
。
残
念
な
が
ら
初
戦
で
敗

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
全

力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

部
員
数
３３
人
と
決
し
て
多
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
生
徒
は

任
さ
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
「
チ
ー
ム
に
貢

献
し
た
い
」
と
い
う
意
識
が
芽

生
え
ま
し
た
。
練
習
の
目
的
を

理
解
し
、
納
得
で
き
る
ま
で
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
実
を
結
ぶ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

●
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

　
藤
原
秀
朗（
小
野
）

 

２
分
１２
秒
７４ 

　（
近
畿
大
会
４
位
） 

●
男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

　
藤
原
秀
朗（
小
野
）

 

４
分
４６
秒
１３ 

　（
近
畿
大
会
４
位
） 

●
共
通
男
子
１，
５
０
０
ｍ 

　
長
谷
川
隼（
旭
丘
）

 

４
分
１４
秒
９０ 

●
共
通
女
子
１
０
０
ｍ
障
害 

　
田
中
千
晴
（
小
野
）

 

１５
秒
４３ 

●
男
子
走
高
跳
　
１２
位 

　
冨
田
博
之（
小
野
）

 

１
ｍ
３５  

●
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

１５
位 

　
久
保
優
輝（
小
野
東
）

 

７１
ｍ
２１
 

●
男
子
８０
ｍ
障
害
　
４
位 

　
冨
田
雅
之（
小
野
）１２
秒
４３
 

9
月
２５
日
（土）
か
ら
１０
月
5
日
（火）

に
か
け
て
、「
ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
」
が
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

市
か
ら
は
、
選
手
と
し
て
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
に
門
脇

創
一
さ
ん（
黒
川
町
）、
空
手
道
競

技
に
加
古
裕
美
子
さ
ん（
小
野
高

3
）が
出
場
さ
れ
る
ほ
か
、
帯
同

ド
ク
タ
ー
と
し
て
松
本
學
さ
ん（
小

野
市
民
病
院
）が
参
加
さ
れ
ま
す
。 

【
柔
道
競
技
】 

●
男
子
団
体
　
２
位 

　
小
野
中
学
校 

●
個
人
６６
㌔
級
　
ベ
ス
ト
８ 

　
石
田
拓
穂（
小
野
） 

●
個
人
９０
㌔
級
　
１
回
戦 

　
大
西
大
伸（
小
野
南
） 

●
個
人
９０
㌔
超
級
　
ベ
ス
ト
８ 

　
光
明

駿（
小
野
） 

【
陸
上
競
技
】 

●
１
年
男
子
１，
５
０
０
ｍ
　
１
位 

　
上
村
宗
平（
旭
丘
）４
分
２６
秒
９３
 

●
個
人
７３
㌔
級
　
ベ
ス
ト
８ 

　
岡
田
大
希（
小
野
） 

　（
近
畿
大
会
１
位
） 

ランナーを出すも粘りのピッチングの冨嶋くん ヒットを放つ田中くん 

8月24日に、横浜スタジアムで行われた同大会で、河合中は、
関東代表の茨城オール県南クラブと対戦。地元応援団200人が見
守るなか、善戦したが惜しくも0対4で敗れました。 

先発の冨嶋大樹くんを中心に粘
りの野球を展開。1番田中大貴くん
（主将）は3安打と気を吐くも… 

8
月
２７
・
２８
日（
東
京
） 

8
月
２０
〜
２３
日 （
鳥
取
） 

8
月
２１
〜
２３
日（
広
島
） 

8
月
１９
〜
２２
日（
島
根
） 

8
月
5
〜
9
日（
和
歌
山
） 

広報「おの」　2010.1025

市では、敬老の日（9月20日）
を前に、9月2日、市内の満
100歳以上と白寿（数え99歳）
の高齢者宅を訪問し、長寿を
お祝いしました。 
市長は、井上みつゑさん（広

渡町・100歳写真前列中央）をは
じめ、市内の高齢者に「これ
からもお元気でお過ごしくだ
さい」と声をかけ、お祝いの
記念品などを贈呈しました。 
　　高齢介護課長寿福祉係 

コミセン下東条で、「第32
回夏まつり」が開催されました。
やぐらを囲んで「越中おわら
節・なかよし音頭」などの総
おどりや、和太鼓、花火など
地域の皆さんが一つになって
楽しみました。 
また先着100人の子どもに

「綿菓子」のプレゼントもあ
りました。飛び入りで、ハバ
タンも来たよ…。 
（下東条小学校区　藤原登代
子さん 山森かおるさん） 

町民手作りの夜店が並ぶな
ど町内一体となった祭り（ふ
れあい祭り）が、浄谷町公民
館で、夕方から夜にかけて行
われました。  
今年で12回目となった祭り

では、太鼓演奏、フォークコ
ンサート、カラオケ大会、ビ
ンゴ、抽選会などで盛り上がり、
り、老若男女みんなが楽しん
だひとときでした。 
（小野東小学校区 藤原宜子さん） 
 

～参加者募集中～ 
自分たちのふるさとについて、

市長と討論してみませんか？ 
●日時　11月3日（祝） 
　　　　14：00～16：00 
●場所　うるおい交流館エクラ 
　　　　ハートフルサロン 
●対象　市内在住または在学
の中学生・高校生・大学生、
または同世代の勤労者およ
び兵庫教育大学生 
●定員　20人程度 
※当日、自由に観覧できます。 

●申し込み・問い合わせ先 
　市民サービス課（�◯1013） 
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英語に親しみ、英語が話せる環境づくりを推進するために市
内の全小中学校にALT（外国語指導助手）を配置しています。8
月から新たに着任した2人を含む7人の先生を紹介します。 

（外国語指導助手） 

私は、東京での留学経験があります。
英語を教えるだけでなく、アメリカと
日本の文化の違いや生活をしていく上
での違いなどを皆さんに教えたいです。 

皆さんに、英語とアメリカの文化
について教えたいです。同時に、私
も日本の文化を学びたいです。日本
での生活がとても楽しみです！ 

小野小学校 
ディアンナ  カリ 

小野東小学校 
マリア  マーチ 

河合・大部小学校 
ニコラス  ロバーツ 

来住・市場小学校 
クリスティーン  チェイス 

中番・下東条小学校 
ロバート  ナガロ 

小野・河合中学校 
サラ  トーマス 

小野南・旭丘中学校 
マーク  レイン 
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様々な木工芸品・ 
鎌・家庭刃物に関 
する資料を展示。 

特産品を紹介！ 

そろばんで作ったお城やおみこしも！ 

世界のそろばん大集合 そろばん博物館 

●所在地　王子町８０６番地の１   　 
●連絡先　◯３１２１     　 
●開館時間　９:００～１７:００ 
●休館日　年末年始（１２/２８～１/４）     
●入館料　無料（※研修室などは使用料が必要）    　 

こんな機械で 
作っていた?! 

僕がお出迎え！ 

やっぱり、 
最後は玉 
入れ体験 

62

夢ちゃんいつも笑顔 
いっぱいありがとう 
　　　　（父　一八さん） 

いつも皆を笑顔にしてくれる 

侑李。 
これからもいっぱい笑ってね 

　　　　　（母　梨絵さん） 

いのうえゆう き 

いろんなことに興味をもって 

元気で大きくなあれ！ 

　　　　（母　夕子さん） 

やまばな　 

賑やかな兄と一緒に 
仲良く元気に成長してね。 
　　　　　（母　桂子さん） 

いのうえ　 

元気いっぱい、やんちゃ娘 大きく育ってネ！！ 　　　 　 （母　ひろみさん） 

翔ちゃんの笑顔大好き 
元気に育ってネ！！ 
　　　　　　（母　悦子さん） 

なが　い しょうだい たぐち　　ゆうり 

宝物の　楽☆元気で楽しく 
幸せに　いつも幸せを 
　　　　　　　ありがとう 
　　　　（母　望美さん） 

いのうえ せ　ら とみた　いぶき  

^ ^
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10月（旧暦）は全国的には神無月だが、出雲では神
在月だ。諸国の神々が皆、出雲に参集するからだ。
出雲と言えば、縁結びの出雲大社をはじめ出雲神話
や出雲そば、宍道湖のシジミなどが有名だ。 
考古学的には青銅器の宝庫、神庭荒神谷遺跡が一

番有名かもしれないが、「四隅突出型墳丘墓」（以下
四突墳と略す）もよく知られている。名前の通り四
角い墳丘の四隅がヒトデのように突き出している墳
墓で、出雲を中心とする山陰地方に特徴的な弥生時
代中期～後期（2世紀～3世紀）の首長墓だ。 
筆者は松江支局勤務時代（1985～87年）、島根大

学の田中義昭教授（当時）の案内で出雲市にある西谷3
号墓を見たことがある。調査途中だったが、「これが
四突墳か」と感激したことを思い出す。規模や副葬
品から出雲の王墓とされる。 
この出雲王国の葬送祭祀の象徴である四突墳かも

しれない遺跡が市内にもあったのだ。それが船木町
南山の船木南山古墳だ。加古川支流の東条川左岸の
段丘上に位置し、1991年調査された。墳形はほぼ方
形で、北側と東側に張り石が残り、北東と南東に突

出部を認め、調査した市教委・西田猛さんは弥生後
期の四突墳と判定した。加西市にも四突墳とされる
周遍寺山1号墳があり、北播磨の一部が山陰文化の
影響を受け、四突墳を受け入れたと西田さんは推察
する。市内の垂井遺跡では山陰に特徴的な甑（こしき）
型土器が出土している。 
出雲の墓と言うと、「播磨国風土記」に記された、

相撲の神様でもあるノミノスクネの「出雲墓屋」伝
承を想起する。出雲の人々が立野（龍野）に来て墓を
築いたという。 
もともと播磨風土記に大汝命（オホナムチ）＝大国

主ら出雲の神々がよく登場するのは知られた話だ。
著名な哲学者で、古代への造詣が深い梅原猛氏は播
磨の主神、伊和大神も大国主と同神とみ、さらに四
突墳を大国主のための原出雲大社を模したものでは、
との大胆な発想を示された（『葬られた王朝　古代出
雲の謎を解く』）。 
船木南山と周遍寺山

については四突墳でな
いとする研究者もいる。
墳丘墓をめぐり紛糾し
ているのだ。だが、い
ずれ播磨でも明確な四
突墳が見つかり、西田
さんらの見解が突出し
た意見でなくなる日が
くるかもしれない。 

当市出身の上田三四二氏は、歌人、作家、文芸評論
家として、全国的に知られた文学者であり、その功績
を称えるため、平成2年に「上田三四二賞」が創設され、
発表会が開催されました。平成18年に「小野市短歌フ
ォーラム」と改称、昨年20回の記念大会を機に、「小野
市詩歌文学賞」が創設され、「短歌、詩歌のまちおの」
を全国に発信しています。 

私たち会員は、前記大会への協力はもとより、毎月
１回、コミセンおのやコミセン下東条で教室を開いて
おり、作品を歌誌「美加志保」に発表しています。 

また、北播磨地域の各短歌会と開催している「北播
短歌大会」も今年で53回目を迎え、県内で、最も古い
短歌大会となりました。 

古事記に出てくる伝統文化、短詩型の一つである短
歌を学び、作る喜びを通じて、長寿社会への生き甲斐
に繋げることができたら…、と日々励んでいます。 

みなさんも、ご一緒されませんか？ 
問い合わせ先 
　いきいき社会創造課（�◯2445） 63



◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

日   月   火   水   木   金   土 Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

最新情報は 
http://www.onokato-med.or.jp/ 

内　容 対　象 日　程 時　間 

�

�

�

※教室には、開始時刻までにお越しください。 

曜　日 診療時間 

◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください 

　 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

緑駿病院 
復井町 
66-2020小野市民病院 

中町 
63-2020 

岡田整形外科 
王子町 
62-2011

小野市民病院 
中町 
63-2020 

復井診療所 
復井町 
66-7318

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 山形整形外科 
加東市上中 

0795-42-3215

松尾内科 
黒川町 
64-0880

小野市民病院 
中町 
63-2020 

加東市社 
0795-40-0202

ふるもとクリニック 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市社 
0795-42-0024

森下クリニック 

柏木医院 
船木町 
67-0199

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048

復井診療所 
復井町 
66-7318

青山医院 
加東市吉井 
0795-46-0321

赤羽目医院 
加東市北野 
0795-48-5058

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」をご覧ください 
当番病院は、消防署（�◯0119）で確認のうえ受診してください 63
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人　口　50,543人（前月比  ＋13） 
　男　　24,664人　　　女　　25,879人 
世帯数　18,558世帯　　面積　  93.84㎞2

 
9月1日現在 
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育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

岡田内科医院 
市場町 
62-7366

まえだクリニック 
大島町 
64-0771

井上医院 
加東市沢部 
0795-42-1190

福岡クリニック 
神明町 
63-1600

松原メイフラワー病院 
加東市藤田 
0795-42-8851

田渕医院 
加東市新町 
0795-48-0160

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

松尾内科 
黒川町 
64-0880

�

ひまわりクリニック 
神明町 
62-7209

ますむら医院 
加東市上滝野 
0795-48-0704

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

ますむら医院 
加東市上滝野 

0795-48-0704

吉川医院 
加東市社 
0795-42-0105

神医院 
加東市森 
0795-47-0144

山口内科医院 
本町 
64-0202

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービス（� ◯
７１１９）または、消防署（� ◯０１１９）で確認してください 
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清水内科クリニック 
敷地町 
62-1005

土井病院 
復井町 
66-2119

松原メイフラワー病院 
加東市藤田 

0795-42-8851

田渕医院 
加東市新町 

0795-48-0160

育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

柏木医院 
船木町 
67-0199

坂本医院 
加東市上中 
0795-42-6660

依藤診療所 
本町 
63-0028

依藤診療所 
本町 
63-0028

ひまわりクリニック 
神明町 
62-7209

青山医院 
加東市吉井 
0795-46-0321

土井病院 
復井町 
66-2119

小島クリニック 
王子町 
64-2727
小野市民病院 
中町 
63-2020 


